
線審の基本確認事項 
  鳥取県ママさんバレーボール連盟 

 審判委員会 

  ＊ 立ち位置 

・担当ラインの想像延長上 コーナーから約 1.5ｍ程度に位置する。

・ラインを体の中心に位置する。

  ＊ 姿  勢 

■ 基本① 足を揃えて、フラッグは片手で持ち体の横に添わせる。

■ 主審のサービス許可の吹笛後

基本② 足を片足のみ動かし肩幅程度(軽く前後)に開き、ひざを折り

フラッグは軽く後ろへ(床に垂直)

■ ボールがデット(プレーが切れた状態)になったら

シグナルを示さなくてよい線審は①の姿勢へ

シグナルを示す線審は⇒②の姿勢から  ＊一連の動作は素早く 

フラッグを示す→主審を見る→足を揃える→①の姿勢へ

 

■ ラリー中は楽な姿勢でも良いが、判定が必要と思われる時は②の姿勢

(＊アンテナに絡む場合は例外もある)で、明瞭に見たままを合図する。 

■タイムアウト

基本③ 足を揃えて、フラッグはスッとまとめて持つ(巻き付けなくてもよい)

足の横で持つ(床と垂直) 

■セット間

基本④ 足を揃えて、フラッグはスッとまとめて持つ(巻き付けなくてもよい)

お尻の後ろで両手で持つ(床と並行) 

  ＊インの判定 

①担当ラインの内側２ｍ以内は、インのシグナルを出す…解説図に イン で表記

○注  サイドライン担当の線審は、相手コートまで良く確認する

②プレーヤーが(に)触れた後、コートの中にボールが落ちたらイン

＊アウトの判定（各ラインの担当がアウトのシグナルを示す） ライン

①外側のラインを、ボールの中心が外れていれば、

ラインにかかっていてもアウト

②ボールがダイレクト(落ちたコート側のプレーヤーに触れない)

でコートの外側に出た場合はアウト

③ブロッカーに触れて、アタッカー側のコートの外側に

落ちた場合はアウト
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＊ワンタッチのシグナルを出す時 ＊プレーヤーに触れた後のボールアウト 

①プレーヤーに触れて    自コートのエンドライン側に出た場合 ⇒ レシーブ側の線審  

②プレーヤーに触れて 自コートのサイドライン側に出た場合 ⇒  

レシーブ側の線審とそのサイドライン担当の線審

③ブロッカーに触れて ブロッカー側のコートの外に出た場合 ⇒ 確認できた線審 

  ＊フラッグを振る時 ☆右から左へ一往復 

①サーバーがフット･フォルトをした時 ⇒ そのライン担当の線審

＊ラインを指差しフラッグを振る 

②ボールがアンテナまたは、アンテナの外側の物体(主審･副審も含)に当たった時 ⇒

確認できた線審全員 ＊アンテナ,物体を指差しフラッグを振る 

③ボールがアンテナ・アンテナの上方の外側を通過し、相手コートに入った時 ⇒

ボールが通過した方向に位置した線審のみ 

＊アンテナを指差しフラッグを振る 

【 解 説 図 】 

  ボールの方向 

判定する線審 

 

アンテナ

ネット

審
判
台

－２- 



＊コーナー付近で、担当ライン以外のアウト･インが判明できない時 

・相手の線審とアイコンタクトを取り、ジャッジする

＊コーナー付近で担当の線審がジャッジして２本のフラッグを示す時 

・相手の線審とアイコンタクトを取り、ジャッジする

・ 斜線部分は担当の線審がジャッジし、２本のフラッグで示す

エンドライン
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＜平成２９年１月作成後の修正・追記事項＞ 

■ 平成 30 年４月修正 ■

□ 線審の基本確認事項 □

・＊ 立ち位置 ■ タイムアウト,セット間 ⇒ 分けて記載

・＊ アウトの判定 ⇒ ④の項目を追記

・＊ ワンタッチのシグナルを出す時 ⇒ ①～③へ文言追記

⇒ ○注  の項目を追記

・＊ フラッグを振る時 ⇒ ②を修正

■ 令和５年６月修正 ■

□ 線審の基本確認事項 □

・＊インの判定

①担当ラインの内側２ｍ以内は、インのシグナルを出す…解説図に イン で表記

⇒ 解説図に イン で表記 を加筆

・＊ アウトの判定

④プレーヤーが(に)、２本目以降に触れてコートの外側に落ちた

場合はアウト ○注以前はワンタッチのシグナルで示していた

⇒ この④の項目をすべて削除 … ワンタッチのシグナルを戻す

・＊ワンタッチのシグナルを出す時 ＊１人目のプレーヤーに触れた場合

⇒ プレーヤーに触れた後のボールアウト に文言を 変更

・①②とも １人目の を削除し、レシーバーをプレーヤーに変更

・③の １人目の を削除し、確認できた線審全員(エンドライン・サイドライン共)

⇒ 確認できた線審 全員… 全員から後ろ すべて削除

・④ ２人目以降のプレーヤーが(に)触れてコートの外に出た場合 ⇒ 担当ラインの線審が

アウトを示す ⇒ この④の部分すべて削除
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